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三上於菟吉顕彰会へのご案内 

     
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    三上於菟吉 氏 

 

【三上於菟吉の功績】 
 

・吉川英治、大仏次郎らともに「大衆文学」という新しいジャンルで活躍しま

した。 

・直木三十五の親友（早稲田大学１年先輩）で、「直木賞（第１回～１６回）」

の選考委員を務めました。 

・長谷川時雨の「女人芸術」を支援しました。「女人芸術」では平塚らいてう、

与謝野晶子、円地文子や林芙美子らが活躍し、とくに、林芙美子の「放浪記」

は、三上於菟吉によって世に送り出されたと言われています。 

・三上於菟吉原作「雪之丞変化」は、長谷川一夫、大川橋蔵、美空ひばり、滝

沢秀明などその時代を代表する名優が主演を務めています。 

 

このような功績にもかかわらず、残念ながら三上於菟吉の名前も、その作品

の認知度も高いとは言えません。 

 生誕１３０年を記念し、郷土の文学者、春日部高校のＯＢ（旧制粕壁中学）

でもある三上於菟吉の功績を顕彰していきたいと思います。 

 ご賛同いただける方は、是非、三上於菟吉顕彰会にご連絡、ご参加いただき

たく思います。 

 
【三上於菟吉顕彰会】 
e-mail  otokichi130@yahoo.co.jp 
  

 

 

 

三上於菟吉は、春日部市出身（旧庄和地区木崎）

で、旧制粕壁中学校（春日部高校）を卒業した小

説家です。 

三上於菟吉顕彰会は、平成３３年（２０２１） 

三上於菟吉の生誕１３０年を迎えるにあたり、あ

らためて三上於菟吉の功績を確認し、後世に伝え

ていく顕彰活動を行います。 

 

 

粕壁中学校校舎 
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【三上於菟吉顕彰会はこんな活動を行います】 
 
１ 保存活動を行います。 

  三上於菟吉に関する資料は没後７０年を過ぎ、資料は散逸する可能性があ

り、大変心配です。顕彰会では、 

（１）三上於菟吉の関する資料等を記録し保存していきます。 

（２）顕彰会として収集、また、委託された資料は、郷土の財産として春日部

市郷土資料館に委託保管していただきます。 

２ 普及活動を行います。 

  三上於菟吉の功績は大きいものの、残念ながら地元春日部でさえ知られて 

いない存在になっています。顕彰会では、 

（１）三上於菟吉の生誕地、旧制粕壁中学校時代の下宿先や三上於菟吉が良く

通った書店、疎開先などゆかりの地を巡る文学散歩のコース策定や散歩

会（於菟吉散歩）等を開催します。 

（２）春日部市立庄和図書館に、三上於菟吉常設展示コーナーの設置を目指し

ます。 

（３）三上於菟吉に関する顕彰碑の設置を進めます。 

   生誕の地（春日部市木崎）、春日部高校（旧制粕壁中学校）、疎開の地

（春日部市八丁目） 

（４）春日部市郷土資料館と連携し、顕彰DVDの作成を進めます。 

 

 

 
【三上於菟吉略年譜】 

明治２４年（１８９１）埼玉県北葛飾郡桜井村木崎（春日部市木崎）で誕生。 

明治３７年（１９０４）旧制粕壁中学校（春日部高校）入学。 

明治４４年（１９１１）早稲田大学文科予科に入学。 

大正 ４年（１９１５）処女作「春光の下に」を自費出版。長谷川時雨と出会う。 

大正１５年（１９２６）「日輪」を東京日日新聞、大阪毎日新聞に同時連載。 

昭和 ２年（１９２７）平凡社「現代大衆文学全集」（円本）を刊行。 

昭和 ３年（１９２８）長谷川時雨の「女人芸術」を支援。 

昭和 ９年（１９３４）「雪之丞変化」を朝日新聞に連載開始。 

昭和１０年（１９３５）「雪之丞変化」が映画化（長谷川一夫主演） 

昭和１８年（１９４３）北葛飾郡幸松村（春日部市八丁目）に疎開。 

昭和１９年（１９４４）血栓症により永眠。  

 

 

 

 


